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強羅文の郷等のあり方について（中間のまとめ） 

 

 

Ⅰ はじめに  

 

    強羅文の郷は、昭和 56 年に開設し、都心から近く観光資源に恵まれた箱根にある区民保養所とし 

 て、これまで多くの区民に利用されてきた。 

  また、湯之谷やまびこ荘は、昭和 57 年に開設した山村体験宿泊施設で、魚沼市民との交流や山村 

  体験 の場として、多くの区民に都会では得られない人や自然とのふれあいの機会を提供してきた。 

 しかし、両施設とも、施設の老朽化や区民利用者数の減少・伸び悩み等の課題が生じていること 

 から、施設等のあり方について検討が必要になっている。 

 このため、平成 21 年 5 月に「強羅文の郷等あり方検討会」を設置し、両施設の今後のあり方につ 

 いて、検討を進めてきた。 

 

Ⅱ 強羅文の郷 
 

１ 意 義 

 強羅文の郷は、区民に廉価な保養と心身のリフレッシュの場を提供することを目的とした区民保養

施設である。都心からも近く、交通の便が良く、観光資源に恵まれた箱根地域にあり、子どもから高

齢者まで、また、単身者から団体まで、幅広く利用されている。 

 

２ 沿 革 

昭和 52 年に買収した民間旅館「吾妻館」を改築し、昭和 56 年に区の保養所として、「ごうら荘」を

開設した。当初から民間事業者に業務を委託して運営していたが、平成 17 年度からは「強羅文の郷」

と名称を変更し、民営による宿泊施設として現在に至っている。 

  

３ 現 状 

（１）施設 

所在地   神奈川県足柄下郡箱根町強羅 1300－61 

   土地面積  3,523.99 ㎡ 

 建築物   鉄筋コンクリート造  地上 5階地下 1階  延べ 3,074.99 ㎡ 

主要室   客室：和室 17 室・洋室 1室（身障者用 2室） 定員：71 人 

         談話室 大広間（45.5 畳） 温泉浴場 2 展望室  

 

（２）運営方法 

 区が所有する強羅文の郷の施設及び備品を借受事業者㈱フォレスト（以下「㈱フォレスト」と 
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いう。）に無償で貸し付け、施設の運営・維持管理、旅館業務を行っている。 

   区内在住者（以下この章において「区民」という。）が施設を利用した場合、区民利用料金は、

㈱フォレストの収入となる。区民は、現地で区民利用料金から区の補助金を差し引いた金額を支払

う。補助金に相当する額は、文京区が㈱フォレストに支払っている。 

  1,000 万円以上の経費を要する大規模改修は、区が負担しているが、その他の修繕に関する経費

は㈱フォレストが負担している。 

 

（３）利用方法 

●利用対象  区民及び一般(誰でも利用可能) 

●利用料金  区民：大 人6,000 円(区民利用料金 9,000 円のうち区が 3,000 円補助) 

         子ども 4,000 円(区民利用料金 6,000 円のうち区が 2,000 円補助) 

 一般:大 人9,500 円、子ども 6,300 円 

        大人は入湯税 150 円別途、区内在住障害者等減額制度あり 

12 月 31 日から 1月 3日までの宿泊は 1,000 円増 

●予約方法  区民は利用希望日の 6か月前、一般は 3か月前からフリーダイヤル（0120-230-379）

へ申込順に受付。 

 

（４）利用状況 

   過去 20 年間の利用状況をみると、平成元年度から平成 17 年度まで減少傾向にあったが、平成 17

年度の民営化により利用対象が区民及び一般まで拡大したため利用者が増加し、平成 20 年度の年

間利用者数は 13,957 人であった。 

平成 20 年度の利用者数は、過去 20 年間の中で最多の平成 3年度と比較して 20％減である。 

   区民利用者数の推移としては、平成 17 年度 7,545 人が平成 20 年度 5,181 人と、4年間で 30％以

上減少している。平成 20 年度利用者の約 6割が一般である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 11 年度までは、区民が利用対象 

※平成 12 年度から 16 年度までは、区民及び在勤者が利用対象 

※平成 17 年度以降は、区民及び一般が利用対象 
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（５）経費 

   平成 20 年度の区歳出額は 3,863 万円で、区歳入額 58 万円を差し引いた区の持ち出し額は 3,805

万円である。区歳出額の内訳は、利用者補助金 1,547 万円（区歳出額の 40.0％）と老朽化による施

設整備費 1,309 万円（区歳出額の 33.9％）で区歳出額の約 7割を占める。 

   平成 20 年度の区民利用者一人当たりの区の持ち出し額は、7,345 円である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【区民利用者一人当たりの区の持ち出し額】                     （円） 

18 年度 19 年度 20 年度 備  考 

7,024 4,772 7,345 
区民宿泊人数 18 年度 6,524 人 
       19 年度 5,653 人 
       20 年度 5,181 人 

施設整備費, 15,726,480

施設整備費, 13,090,341

利用者補助金, 19,579,500

利用者補助金, 16,911,500

利用者補助金, 15,468,000

職員人件費, 6,214,000

職員人件費, 5,718,000

職員人件費, 5,892,000

その他, 4,354,850

その他, 4,309,920

その他, 4,184,090

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 20,000,000 25,000,000 30,000,000 35,000,000 40,000,000 45,000,000 50,000,000

１８年度

１９年度

２０年度

合計38,634,431

合計26,984,350

合計45,829,900

【区歳出】

※その他の経費：運営費と国有財産等所在市町村交付金

管理監督費受入, 572,787

電柱使用料, 7,500

電柱使用料, 7,500

電柱使用料, 7,500

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000

18年度

19年度

20年度

【区歳入】

※電柱使用料：敷地内の電柱・支線の土地使用料

※管理監督費：借受事業者から会計報告を受け、決算数値に基づく営業利益の1/2に相当する額

合計580,287

合計7,500

合計7,500
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（６）施設の状態 

施設は、昭和 56 年開設から築 28 年が経過しており、空調設備の不具合、外壁の損傷等施設の老

朽化が著しい。 

平成７年の耐震改修促進法施行により、昭和 56 年以前に建築確認を受けた建物には 耐震診断が

義務付けられており、平成 20 年度に区が実施した耐震性能についての耐震一次調査では、強羅文

の郷は B2 ランクの耐震診断結果であった。 

 ※B2 ランクとは、耐震診断の結果、耐震指標 Is 値が 0.4 以上 0.5 未満のもの。耐震改修促進法等では耐震指標の判定基準 

0.6 以上としており、それ未満の建物については耐震補強の必要性があると判断される。 

 

４ 課 題 

（１） 耐震補強 

平成 20 年 3 月に策定した文京区耐震改修促進計画によると、強羅文の郷は平成 27 年度までに耐

震補強工事を行わなければならない。耐震補強工事には、約 1億 2,000 万円の経費が見込まれ、さ

らにそれに伴い内装工事や空調設備・水まわり工事等に多額の経費がかかる。 

    また、耐震補強工事等のため半年以上の休館を要する。 

   

（２） 施設の老朽化に伴う施設整備 

現時点で必要な施設整備の経費と内容は、次の表のとおり(耐震補強工事に伴う経費は除く。)で、

その合計額は約 2,500 万円と見込まれる。 

施設の老朽化に伴い、今後も様々な施設整備費が発生することが見込まれる。 

 

必要度 経費概算 内  容 

1 

2 

3 

1,200 万円 

1,200 万円 

100 万円 

ロビーや大広間等エアコン設置工事 

外壁改修工事 

高圧負荷区分開閉器取付工事 

※ 高圧負荷区分開閉器は、配電線の停電による波及事故防止のために設置する。 

 

（３）区民利用者数の減少 

区民利用者は年々減少し、平成 20 年度の全体の利用者に占める割合は約 4割である。 

区民利用者減少の要因としては、民間部門における多種多様な宿泊施設や旅行プランの普及によ

り、宿泊先の選択肢が広がっていることが考えられる。 

また、平成 17 年度の民営化により、強羅文の郷の㈱フォレストが運営する他の施設（湯河原温

泉、猪苗代、山中湖に 5施設あり）を、区民が優待料金で利用できるようになったことも、区民利

用減少の一因として考えられる。 
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５ 今後のあり方 

  年間 2,000 万人以上の人が訪れる箱根地域の観光客は、安く、近く、短期間でも旅行気分を満喫で

きる「安・近・短」志向により、近年増加傾向にある。 

強羅文の郷は、その箱根地区の中でも、強羅駅から徒歩 5分、強羅公園に隣接した恵まれた立地条

件にあり、長年にわたり多くの区民のリフレッシュの場として利用されてきた。㈱フォレストが運営

したことにより、平成 17 年度から一般も含めた利用者数は増加しており、部屋利用率は 87.5％（平

成 20 年度）で、㈱フォレストの収支状況は、平成 19 年度から黒字である。 

しかし、前述したように、利用者数の回復傾向はあるものの、区民利用については減少傾向に歯止

めがかからず、また、耐震補強、施設の老朽化、区民利用者数の減少等の課題があることから、区が

強羅文の郷を現状のまま維持していくことは、困難な状況になっている。 

このため、建物は廃止し、土地は売却又は貸付けする方向で検討することが望ましい。 

ただし、土地の売却については、現在の景気動向の中では不確実であり、売却するまでの管理経費

負担も発生することから、必ずしも現実的とはいえない。したがって、建物は廃止し、土地は貸付け

することが考えられる。 

なお、土地の貸付けにあたっては、区民に廉価な保養と心身のリフレッシュの場を引き続き提供す

るために、土地の貸付条件として、旅館業を前提とした継続的・優先的な区民利用を含めて検討を進

めていくこととする。 

 

 

Ⅲ 湯之谷やまびこ荘 
 

１ 意 義 

湯之谷やまびこ荘は、区民に山村地域住民との文化、スポーツを通した交流の場を提供することに

より、区民の健康と福祉の増進を図ることを目的として設置した山村体験宿泊施設である。 

また、区では、施設利用及び魚沼市民との交流促進のために、湯之谷やまびこ荘受託事業者 湯之

谷薬師スキー場管理組合（以下「スキー場管理組合」という。）が主催する交流事業と協働して、様々

な交流の場の提供に努めている。 

 

２ 沿 革 

昭和 54 年 9 月に湯之谷村から文京区に対して、山村地域若者定住環境整備モデル事業を通じて交

流を図りたい旨の申入れがなされ、昭和 55 年 1 月に共同事業実施に合意した。昭和 56 年 7 月、文京

区は湯之谷村から土地の無償貸与を受け、昭和 57 年 11 月に山村体験宿泊施設として湯之谷やまびこ

荘を開設し、湯之谷村は余暇活動施設（スキー場・テニスコート）、生産活動施設（山菜試作園・遊

歩道）を建設した。 

その後、湯之谷村の引湯事業により温泉供給が可能となり、平成 6年 11 月に温泉棟を増設した。 

平成 16 年 11 月、湯之谷村を含む 6町村が合併し魚沼市が誕生し、土地の無償貸与は魚沼市に引き
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継がれた。 

また、昭和 61 年度から、湯之谷やまびこ荘を利用して尾瀬ハイキングや郷土料理講習会、スポー

ツ親善試合などの様々な交流事業を、区主催で実施してきた。この区主催による交流事業は、平成 20

年度で終了したが、平成 19 年度からはスキー場管理組合主催による自主事業と協働して実施してい

る。 

 

３ 現 状 

（１）施設 

   所在地  新潟県魚沼市七日市 1173 番地 

   土地面積 3,343．28 ㎡ 

   建築物  鉄筋コンクリート造  地上 2階地下 1階  延床面積 1,355.22 ㎡ 

   主要室  客室：和室 8室・洋室１室 定員：49 人 

        ラウンジ、食堂、温泉浴場 2、共同トイレ・洗面所 

 

（２）運営方法 

   委託契約により、スキー場管理組合が、施設の運営・維持管理、利用者サービス業務を行ってい

る。 

 

（３）利用方法 

  ●利用対象 区内在住者・区内在勤者・区内在学者・区内在住者と同行する区外在住の家族・区内

在勤者と同行する同居の家族（以下この章において「区民」という。）、魚沼市内在住

者 

  ●利用料金 大 人 5,200 円（入湯税 150 円別途）、子ども 3,700 円 

        区内在住障害者等減額制度あり 

        12 月 31 日から 1月 3日までの宿泊は 1,000 円増 

    ●予約方法 利用希望日の 2 か月前（魚沼市内在住者は 1 か月前）の 1 日からフリーダイヤル

（0120-801-523）への申込順に受付 

          ただし、4月 29 日～5月 5日、7月 21 日～8月 31 日、12 月 28 日～1月 5日の宿泊期

間は区内在住者を対象とした抽選を実施。各期間の初日の 2か月前の 1日～10 日に、フ

リーダイヤル（0120-801-523）で抽選申込を受付。同月 13 日から抽選結果の発表と区

内在勤・在学者も対象とした空室予約を受付。 

 

（４） 利用状況 

   やまびこ荘の利用者は、年間 7,000 人を超えていた時期もあったが、平成 16 年度に起きた中越

地震後は 6,000 人前後である。 

   魚沼市の誕生により、地元の利用対象範囲が実質的に拡大したため、利用者数においても、平成
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17 年度から平成 19 年度までは区民よりも魚沼市民が上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 経費 

平成 20 年度の区歳出額は 7,538 万円で、区歳入額 1,783 万円を差し引いた区の持ち出し額は

5,755 万円である。区歳出、区歳入とも毎年同程度の額であるため、毎年、5,000 万円を超過する

区の持ち出し額が発生している。 

区歳出額の内訳は、業務委託料などの事業費が 4,403 万円、光熱水費などの施設維持管理費が

1,934 万円で、これらの経費で区歳出の約 8割を占めている。 

区歳入の内訳は、施設使用料が 1,736 万円で、区歳入の 97％を占めている。 

平成 20 年度の魚沼市民を含めた宿泊利用者一人当たりの区の持ち出し額は、9,360 円である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯之谷やまびこ荘　年度別利用状況
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※平成元年度～平成１２年度は区民・魚沼市民別利用者数不明

【区歳出】

事業費, 42,074,831

事業費, 43,311,867

事業費, 44,031,580

施設維持管理費, 19,289,089

施設維持管理費, 20,846,008

施設維持管理費, 19,335,734

工事関係費, 4,642,400
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職員人件費
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※事業費・・・・・・・・・・・業務委託料・備品購入費等
※施設維持管理費・・・光熱水費・施設設備保守委託料・小破修理費等
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  【宿泊利用者一人当たりの区の持ち出し額】                           （円）  

18 年度 19 年度 20 年度 備 考 

8,948 8,337 9,360 
宿泊人数  18 年度 6,339 人
      19 年度 6,376 人 
      20 年度 6,148 人 

 

（６）湯之谷やまびこ荘における交流事業 

   昭和 61 年度から平成 20 年度まで、区主催による交流事業を実施してきた。事業の対象は区内在

住者で、湯之谷やまびこ荘に宿泊し、郷土料理講習会や尾瀬ハイキング、スポーツ交流を通して、

山村体験と魚沼市民との交流を深めてきた。 

区主催事業は、参加者の減少により平成 20 年度で終了したが、平成 19 年度から始まったスキー

場管理組合主催の交流事業と協働して、やまびこ荘の利用促進と、魚沼市民との交流に努めている。 

   スキー場管理組合主催の交流事業は、地域の人材や農家とのネットワーク、自然や地域特性を活

かした企画により、平成 20 年度は 200 人を超える参加者があった。 

文京区主催事業実績 

年度 内   容 参加者数(人)

11 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会、スポーツ交流、尾瀬ハイキングとそば打ち体験 117 

12 尾瀬ハイキングとそば打ち体験、スポーツ交流、湯之谷村民招待 121 

13 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会、スポーツ交流 76 

14 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会、スポーツ交流 77 

15 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会、スポーツ交流 76 

16 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会 39 

17 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会 38 

18 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会 40 

19 尾瀬ハイキングと郷土料理講習会 20 

20 郷土料理講習会と魚沼市内めぐり 11 

【区歳入】

施設使用料, 17,942,850

施設使用料, 17,364,900

施設使用料, 18,108,300

自転車・スキー使用料
427,400

自転車・スキー使用料
405,100

自転車・スキー使用料
462,100

その他, 6,003

その他, 10,053

その他, 51,833

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 20,000,000 25,000,000

１８年度

１９年度

２０年度

（円）

合計17,833,003

合計18,523,453

合計18,422,083
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スキー場管理組合主催事業実績 

年度 内   容 参加者数(人) 

19 魚沼ｺｼﾋｶﾘ稲刈り体験、雪国魚沼ふれあい雪遊び体験 62 

20 

魚沼ｺｼﾋｶﾘ田植え体験、魚沼山菜郷土料理教室、魚沼ｺｼﾋｶﾘ稲刈り体験、魚沼郷

土料理教室とそば打ち体験、雪国魚沼ふれあい雪遊びとスキー体験、雪国魚沼

スノーシュー体験と雪見酒 

246 

 

４ 課 題 

（１）区民利用者数の伸び悩み 

区民と魚沼市民別の利用者数の統計がある平成 13 年度以降で、区民利用者数は平成 14 年度の

5,133 人をピークに、翌年から減少が続き、平成 17 年度には 2,900 人まで落ち込み、魚沼市民利用

者数を下回った。翌年度以降、区民利用者数は微増を続けているものの、平成 14 年度のピーク時

の区民利用者数の 7割にも満たない水準となっている。 

一方、平成 16 年 11 月に湯之谷村を含む 6町村が合併して魚沼市が誕生し、地元の利用対象範囲

が拡大したことにより魚沼市民利用者数が増加し、平成 17 年度から平成 19 年度までは魚沼市民利

用者数が区民利用者数を上回っている。 

 

（２）運営・維持管理経費の負担 

区歳出については、施設及び設備の維持・補修・点検経費や運営管理に係る業務委託料など利用

者数の増減に左右されない経費が大きな割合を占めており、毎年ほぼ一定の経費がかかっている。 

一方、区歳入については利用者が支払う施設・器具使用料であるため、利用人数の増減が区歳入

に直接反映されるが、利用者数の推移を見ると横ばい傾向であるため、こちらも毎年ほぼ一定の区

歳入を維持している。 

このため、現行の運営方法を継続すると、今後も、区歳入に比べて区歳出が毎年 5,000 万円を超

過すると予想される。 

 

（３）施設・設備の老朽化に伴う改修 

   冷房設備機器については、開設当初から 27 年間使用しているが、通常耐用年数は 15 年～20 年

であるため、修理不能な故障がいつ起きてもおかしくない状況にある。冷房設備機器の改修には約

3,000 万円の経費が見込まれる。 

    

（４）湯之谷やまびこ荘における交流事業 

魚沼市民との交流事業は、区民に都会では体験できない貴重な山村体験や魚沼市民との交流がで

きる機会を提供するとともに、魚沼市との良好な関係を築きあげていく上で有意義な役割を担って

きた。 

今後も、山村体験を含めた魚沼市民との交流事業を継続していくためには、多くの区民が参加す

るような魅力的な企画と、効果的な広報、実施体制の整備が必要である。 
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５ 今後のあり方 

（１） 湯之谷やまびこ荘について 

湯之谷やまびこ荘は、区民と魚沼市民の交流や山村体験の場として、これまで多くの区民に都会

では得られない人や自然とのふれあいの機会を提供してきた。 

しかし、区民利用者の伸び悩み、運営･維持管理費の負担、施設・設備の老朽化等の課題を抱え、

毎年のように区歳入よりも区歳出が 5,000 万円を超過するなど、施設運営の負担が大きくなってい

る。 

今後も、施設の運営・維持管理には一定の経費が必要であり、老朽化に伴いさらに施設整備経費

が発生することが予想されるため、運営方法の見直しが迫られている。 

運営方法の改善策として民営化又は指定管理者制度の導入が考えられるが、利用者サービスや区

の財政負担を勘案すると、指定管理者制度よりも民営化が効果的である。 

民営化の検討に当たっては、湯之谷やまびこ荘は魚沼市との土地使用貸借契約により土地の無償

貸与を受けているため、魚沼市との協議が必要となる。 

このため、今後は、民営化の可能性について、魚沼市と十分に意思疎通を図りながら検討を行っ

ていく。 

なお、将来的に持続する年間数千万円の財政負担を考えると、民営化が困難な場合には、施設の

廃止についての検討も必要となる。 

 

（２）湯之谷やまびこ荘における交流事業について 

区が主催する交流事業は平成 20 年度で終了したが、平成 19 年度より開始したスキー場管理組合

が主催する交流事業は、200 人を超える参加者を集めている。 

今後とも、魚沼市やスキー場管理組合と交流事業を展開していくことが望ましい。 

そのためには、魚沼市における様々な関係機関や関係者と区が、連携を密にして協働を進め、事

業の充実に努めていくことが求められる。 

運営方法の見直しや廃止にかかわらず、交流事業が継続できるよう魚沼市やスキー場管理組合と

協議しながら検討を進めていく。 


